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「アポトーシス」とは、細胞が自ら死を選ぶ現象で私たちの生命を
維持していく上で、また体を維持していく上でも大切な役割を果た
している。細胞の生命現象そのものといえるアポトーシス。臨床研
究においては、「癌」や「自己免疫疾患」などいくつもの疾患との
かかわりが指摘されている。
　映画は、アポトーシスを誘導する情報伝達を担っている細胞表面
の分子である Fas を中心に、細胞の死「アポトーシス」の現象を
顕微鏡映像でつぶさに捉え、アポトーシスが生命活動に重要な役割
をしていることを明らかにする。細胞の「死」から生命の不思議に
迫るとともに、そうした研究が医療にもたらすものを考えていく。
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近年、多くの研究者や医学関係者の注目を集めている「アポトーシ
ス」について最先端の研究をまじえながらわかりやすく伝える。
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